
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆◆編集後記◆◆新年度となり、新たな場所での生活がスタートした方もたくさんいらっしゃると思います。一関出張所職員一
同気持ちを新たに、北上川に関するさまざまな情報を発信していきたいと考えております。今年度もよろしくお願いします。（Ｈ） 

 「あいれぽーと NO.316」から掲載している左記のロゴマークは、「カスリン・アイオン台
風」から「７０年」を節目に、これまでの水害を振り返り、これからの防災について住民一人
一人がしっかり認識し、『風化させない歴史とつなげる未来』を胸に刻むことを目的として
作成されました。 
【デザインとコンセプト】 
 青い線は「北上川」と「支川」、緑の線は「整備された堤防」、水色の渦は「大型の台風」
をイメージし、「７０年」の歳月を表現しました。 
 水害の記憶や教訓を風化させず伝承するとともに、これからの防災を地域住民としっか
り考え、「被害の最小化」を目指す想いが込められています。 

◆現在、一関市内を流れる磐井川では
堤防改修工事が行われています。 

◆青葉地区は、平成27年から改修工
事が進められ、先月28日に一関遊水
地磐井川地区築堤他工事で完成となり
ました。 

◆磐井川聖観音像も、一時場所を移動
していましたが、平成28年8月に還座式
を行い再び磐井川に帰ってきました。 
◆また、改修工事前の桜並木を再生す
るため青葉地区堤防は側帯を設けてお
り、観音様をはさみ上下流に来年3月中
旬に植樹を行う予定です。 
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